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私たち青少年相談員は、青少年の健全育成、非行防止、

そして環境健全化のために活動しています

問　児童福祉課☎内線1731

まだ11時だし

帰らなくてもいいだろ？

※深夜外出の制限

―愛のパトロール―

　

10
月
24
日
、
私
た
ち
青
少
年
相
談

員
は
、
東
京
都
府
中
市
に
あ
る「
関
東

医
療
少
年
院
」を
視
察
し
ま
し
た
。
こ

の
施
設
は
、
社
会
適
応
の
妨
げ
と
な

る
疾
病
の
治
療
な
ど
が
、
矯
正
教
育

に
重
要
な
領
域
で
あ
る
と
認
識
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
昭
和
24
年
、
少
年
院

の
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
専
門
医

療
と
教
育
を
行
う
広
域
収
容
施
設
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

医
療
法
上
の
病
院
に
該
当
す
る
と
の

こ
と
で
す
。
収
容
人
員
は
、
１
２
４

名
の
と
こ
ろ
、
現
在
38
名
が
収
容
さ

れ
て
い
ま
す
。
入
所
者
の
非
行
事
実

と
し
て
は
、
凶
悪
犯（
殺
人
・
放
火
・

強
盗
致
傷
）
の
割
合
が
一
般
の
少
年

院
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
お
り
、
精

神
疾
患
の
占
め
る
割
合
が
著
し
く
高

ま
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

同
少
年
院
で
は
、
医
療
と
教
育
の
連

携
を
図
り
一
人
ひ
と
り
の
少
年
に
見

合
っ
た
個
別
的
な
処
遇
を
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

医
療
部
門
で
は
、
薬
物
療
法
・
精

神
療
法
・
保
健
衛
生
指
導
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、教
育
部
門
で
は
、

作
業
療
法
・
運
動
療
法
・
被
害
者
の

視
点
を
取
り
入
れ
た
教
育
と
し
て
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
指
導
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
規
則
正
し
い
集
団
生
活
の
中

で
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付

け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

▼
院
内
の
様
子
は
…

　

説
明
を
受
け
た
後
は
、
院
内
を
案

内
し
て
い
た
だ
き
、
院
生
が
制
作
し

た
陶
芸
や
版
画
を
見
て
ま
わ
り
ま
し

た
。
陶
芸
や
版
画
は
、
自
分
を
表
現

で
き
る
た
め
、
精
神
疾
患
の
院
生
に

は
、
良
好
な
治
療
の
一
環
と
し
て
勧

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
入
所
し

て
い
る
院
生
に
対
し
て
、
常
に
ケ
ア

と
い
う
側
面
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
基
本
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

心
を
病
ん
だ
少
年
達
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牛
久
市
で
は
、
ひ
た
ち
野
地
区
の
人
口
が

増
加
し
て
お
り
、
下
根
中
学
校
で
は
、
教
室

不
足
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
他
の
中
学
校
で
は

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
余
裕
教
室
が
増
加

し
、
こ
こ
数
年
に
お
い
て
審
議
や
検
討
が
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
４
月
に
は
、
一
部
の
小
中
学

校
通
学
区
の
見
直
し
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
私
た
ち
相
談
員
は
、
通
学
区
域
の
変
更

に
伴
い
通
学
路
の
安
全
面
や
、
地
域
環
境
の

実
情
に
つ
い
て
中
学
校
区
単
位
で
調
べ
て
み

ま
し
た
。

▼
牛
久
第
一
中
学
校
区

　

牛
久
第
一
中
学
校
区
は
、
岡
見
行
政
区
や

上
柏
田
行
政
区
の
一
部
な
ど
が
学
区
に
新
た

に
加
わ
り
、
女
化
、
女
化
西
、
柏
田
台
行
政

区
の
生
徒
が
南
中
学
校
区
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
変
更
に
な
っ
た
学
区
の
う
ち
、

牛
久
第
一
中
学
校
区
の
生
徒
と
岡
田
小
学
校

の
児
童
が
通
う
通
学
路
に
お
い
て
危
険
な
と

こ
ろ
が
な
い
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

牛
久
第
一
中
学
校
の
先
生
に
話
を
お
伺
い

し
た
と
こ
ろ
、
岡
田
小
学
校
近
く
の
国
道

４
０
８
号
線
沿
い（
小
野
川
に
架
か
る
岡
田
橋

付
近
）の
歩
道
に
お
い
て
、
牛
久
第
一
中
学
校

の
生
徒
と
岡
田
小
学
校
の
児
童
が
互
い
に
行

き
か
う
際
に
、
中
学
生
の
自
転
車
と
歩
行
者

の
小
学
生
が
接
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
お
聞

き
し
ま
し
た
。

「青少年の健全育成に協力する店」
（新規登録店）

見たことがありますか！
このステッカー

　

牛
久
第
一
中

学
校
で
は
、
事

故
防
止
と
し
て

生
徒
に
対
し
て
、

岡
田
小
学
校
の

児
童
が
多
く
登

校
す
る
時
間
帯

を
避
け
て
登
校

す
る
よ
う
に
指

導
し
、
事
故
が

起
こ
ら
な
い
よ

う
、
注
意
を
促
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

▼
下
根
中
学
校
区

　

住
宅
・
都
市
整
備
公
団（
現
・
都
市
再
生

機
構
）
の
開
発
に
よ
り
、
人
口
増
加
の
著
し

い
ひ
た
ち
野
地
区
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
が

整
備
さ
れ
、
店
舗
も
次
々
に
で
き
て
き
ま
し

た
。
下
根
中
学
校
、
中
根
小
学
校
、
ひ
た
ち

野
う
し
く
小
学
校
は
、
そ
の
様
な
変
化
の
激

し
い
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。

　

生
徒
数
も
急
速
に
増
え
て
お
り
、
登
下
校

時
は
、
学
校
周
辺
に
生
徒
が
集
中
し
て
、
危

険
な
交
通
状
況
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
牛
久
警
察
署
か
ら
運
動
公
園
へ
向
か
う
道

路
は
、
カ
ー
ブ
が
多
く
、
道
幅
も
狭
い
の
で

た
く
さ
ん
の
生
徒
の
自
転
車
と
車
の
事
故
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
く
に
あ
る

野
菜
直
売
所
の
前
で
は
、
畑
の
中
の
細
い
道

か
ら
次
々
と
自
転
車
が
出
て
く
る
た
め
、
私

た
ち
は
一
時
停
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

学
校
か
ら
遠
方
の
地
区
で
は
、
少
人
数
の

下
校
と
な
る
の
で
人
気
の
な
い
暗
い
場
所
が

心
配
で
す
。
ひ
た
ち
野
に
あ
る
牛
久
栄
進
高

等
学
校
の
手
前
に
あ
る
み
ず
べ
公
園
や
岡
見

町
の
親
水
公
園
な
ど
は
、
繁
み
を
作
ら
ぬ
よ

う
に
除
草
や
剪
定
な
ど
の
管
理
が
重
要
で
す
。

下
根
中
学
校
で
は
、
日
暮
れ
の
時
刻
を
考
慮

し
て
、
部
活
動
の
終
了
時
刻
を
決
め
、
下
校

を
徹
底
す
る
対
策
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
相
談
員
は
、
今
後
も
子
ど
も
た
ち

の
見
守
り
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
が
、
地

域
の
方
々
も
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
下
さ
る

よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
牛
久
南
中
学
校
区

　

昭
和
60
年
４
月
、
牛
久
第
一
中
学
校
と
分

離
し
た
当
時
の
牛
久
南
中
学
校
の
生
徒
数

は
、
約
７
５
０
名
で
し
た
が
、
今
年
４
月
に

は
、
約
３
５
０
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
通
学
区
の
編
成
は
、
女
化
通
り

を
境
に
女
化
や
女
化
西
、
柏
田
台
行
政
区
の

子
ど
も
た
ち
は
、
目
の
前
に
あ
る
牛
久
南
中
学

校
を
見
な
が
ら
、
牛
久
第
一
中
学
校
に
通
学
し

て
い
ま
し
た
。
今
年
、
通
学
区
が
変
更
と
な
り
、

３
つ
の
行
政
区
の
子
ど
も
た
ち
は
、
新
１
年
生

か
ら
牛
久
南
中
学
校
の
生
徒
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
中
学
校
区
の
改
編
前
の
特
徴
は
、
牛
久

駅
よ
り
南
寄
り
に
位
置
し
、
女
化
通
り
手
前

ま
で
。
東
は
常
磐
線
を
境
に
し
た
東
側
が
エ

リ
ア
で
、
他
の
中
学
校
区
に
比
較
す
る
と
さ

ほ
ど
広
く
な
く
、
日
常
的
に
往
来
で
き
る
広

さ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
新
し
い
通
学
区
域
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
な
い
、
龍
ケ
崎
市
の
長
山
北
、

市
内
結
束
町
、
上
太
田
町
な
ど
の
通
学
区
域

の
境
を
見
て
回
り
、
女
化
運
動
広
場
や
ゴ
ル

フ
場
、
生
産
工
場
付
近
の
確
認
を
し
た
後
、

若
者
向
け
の
大
型
複
合
店
に
立
ち
寄
り
、
店

内
を
回
っ
て
漫
画
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
陳
列

の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
学
校
区
を
ま
わ
っ
て
み
る
と
、
学

校
区
の
面
積
が
こ
れ
ま
で
に
比
べ
、
３
倍
ぐ

ら
い
広
が
り
、
特
に
交
通
量
や
地
域
環
境
が

変
化
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
相
談
員
の
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て

地
区
の
祭
り
会
場
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
の
夏
は
、
新
た
に
学
校

区
に
加
わ
っ
た
女
化
行
政
区
の「
女
化
ま
つ

り
」
会
場
周
辺
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

会
場
で
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
い

声
を
聞
き
な

が
ら
、
私
た

ち
は
、
学
校

区
が
広
が
っ

て
も
子
ど
も

た
ち
の
安
心

と
安
全
を
今

後
も
見
守
っ

て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し

た
。

　

小
中
学
校
の 

�
通
学
区
域
が
変
わ
っ
て

岡田橋近くの歩道

きつねがいっぱい「女化まつり」

●セブン－イレブン牛久岡見中央店

●セブン－イレブン牛久田宮町店

●ヨークベニマル牛久南店


